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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

観光名所（職
員）

来客数の動き ・来客数は前年比122％となっている。

やや良く
なっている

一般小売店［家
電］（経理担
当）

販売量の動き ・薄型テレビの売上単価は下がったものの、家事関連
商品の売上単価は上がっており、客の購買意欲が増し
ている。

スーパー（仕入
担当）

単価の動き ・上旬は雨の日が多く、関東地方に台風が上陸し来客
数減であったが、台風に備えた客単価の上昇と厳しい
残暑により、飲料、アイス、サラダ、麺類を中心に販
売量が増え、昨年を２％ほど上回っている。

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・リニューアルオープンをし、秋物の婦人服の動きが
大変良い。

都市型ホテル
（スタッフ）

単価の動き ・結婚披露宴の件数は予算件数に達しないが、単価が
非常に伸びており売上自体は予算を達成している。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・団体の見積件数が増えており、10回線の電話が鳴
りっぱなしで日常業務が追い付かない状況である。

その他レジャー
施設［アミュー
ズメント］（職
員）

来客数の動き ・業界の展示会で新しい製品や技術、海外メーカーの
展示があり、入場者数は前年を10％上回り業界への関
心の高さを感じる。

住宅販売会社
（経営者）

来客数の動き ・分譲住宅の販売現場において来客数は相変わらず増
えているものの、個人所得が増えていないためか、な
かなか成約に結び付かない。特に中小企業に勤めてい
る人は以前と全く変わらない不況感の中にいる。

変わらない 商店街（代表
者）

それ以外 ・クレジットカードの取扱高が街全体で伸び続けてお
り、業種によって良い悪いは偏っているが、来街者数
も微増を続けている。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・暑さのため飲食店はビールの出具合が良かったが、
衣料関係はカジュアルなものが売れるので単価が低
く、前年と変わらない。

一般小売店［家
電］（経営者）

販売量の動き ・設備投資の話が来ているが、家電製品の商品の出が
悪く、変わらない。

一般小売店［衣
料・雑貨］（経
営者）

お客様の様子 ・８月に続き猛暑で秋物の売行きが少々悪かったが、
中旬頃から初秋のジャケット、オーバーブラウス、パ
ンツ類が売れている。

一般小売店
［鞄・袋物］
（従業員）

販売量の動き ・残暑が厳しく天候に非常に左右され、秋物需要の見
込みと日用品については非常に厳しい状況であるが、
秋の行楽、トラベル需要については動きがいい。

百貨店（総務担
当）

販売量の動き ・残暑が厳しく長かったので秋物衣料の立ち上がりが
遅く、衣料品の売上がやや物足りない。

百貨店（総務担
当）

お客様の様子 ・購買態度は非常に慎重で、かつ個人差が大きい。

百貨店（広報担
当）

販売量の動き ・天候不順や厳しい残暑、台風直撃の影響の中、来客
数は引き続き前年を上回るペースで推移し、特に東南
アジアからの来客数が引き続き増加傾向にある。８月
に好調であった婦人コート等、秋冬物の動きは鈍化
し、主軸のセーター、ジャケットはベストセラーがな
く盛り上がりに欠けているが、天候に左右されないオ
リジナル商品、限定商品が好調で売上をけん引してい
る。

百貨店（営業担
当）

競争相手の様子 ・30度を超える残暑が続いているため、秋物アパレル
の動きが８月後半から非常に悪いままである。購買意
欲も弱くジャケットなど単価が取れるものの動きが悪
いため、客単価も低下傾向にある。

百貨店（販売促
進担当）

お客様の様子 ・台風の影響等はあるものの、催し物での集客も良好
な上、来場した客の購買意欲も高く、まずまずの業績
である。残暑も厳しく薄物が好調で、秋物への需要も
高くなっている。

百貨店（店舗政
策担当）

販売量の動き ・残暑、月初の台風の影響があり、紳士、婦人衣料共
に苦戦が続いている。一方化粧品、雑貨等は堅調に推
移しているが、全体を押し上げるほどの力強さはな
い。

家計
動向
関連



百貨店（業務担
当）

単価の動き ・来客数はそれほど前年を下回っていないが、売上が
それ以下になっており、単価ダウンが非常にはっきり
してきている。気温、天候の影響でも大きく売上が左
右されている。

スーパー（経営
者）

販売量の動き ・８月が猛暑で非常に悪かったが、９月に入り消費意
欲が出てきて前年比はクリアしている。

スーパー（店
長）

単価の動き ・競合が激しくなってきており、販売量は若干増えて
いるが、単価が低下傾向にある。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・残暑の影響により飲料等の販売は前年を超えている
が、鍋物関連等、秋冬商品の売行きが前年の７～８割
程度にとどまっている。

スーパー（統
括）

来客数の動き ・価格を打ち出した日替わりの目玉商品、数量限定商
品については朝から行列を作るように非常に客の反応
が良いが、それ以外のプロパー商品については良くな
い。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・残暑と天候に恵まれ来客数が増加し、ファースト
フードや飲料類を中心に販売量も伸びたが、単価の上
昇がなく上向き判断には結び付かない。

家電量販店（経
営者）

販売量の動き ・残暑の影響でエアコンは好調だがパソコン関連は苦
戦している。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・整備は順調に入ってきているが、相変わらず販売が
良くない。

乗用車販売店
（渉外担当）

販売量の動き ・依然として燃料価格の不安定材料があることから、
ハイブリッド車、コンパクト車に需要の偏りがあり苦
戦している。使用年数の長期化により、点検やＩＴ関
連商品、燃費改善商品等での整備台数は上向きであ
る。

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・決算期で来客数は多い。以前は商品中心の商談だっ
たが、値引きが中心になってばかりで前月と変わらな
い。

乗用車販売店
（店長）

お客様の様子 ・決算期であり、前年並の来客数、また前年より若干
の販売量の増加がある。

乗用車販売店
（総務担当）

販売量の動き ・新型車投入にもかかわらず、前年比横ばいとなって
いる。軽自動車はそこそこ出ているが､小型車の人気
がなく、例年と比較して物足りない｡

住関連専門店
（統括）

販売量の動き ・来客数の動きはやや良くなっているが、販売量はそ
れほどの動きを見せず、変わらずに推移している。

その他専門店
［雑貨］（従業
員）

来客数の動き ・冬のセールに向けて少し買い惜しみのような形にな
り、変わらない。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・昼の食事と夜の酒を飲む客が少しずつ増えてきてい
るが、全体的には横ばいである。

都市型ホテル
（スタッフ）

お客様の様子 ・企業の主催する取引先招待会や、社員を対象にした
納涼会、周年記念懇親会等は問い合わせがあるが、予
算がかなり厳しく、会場の使用時間が長い。効率良く
会場を２回転できれば予算を下げてでも取り込みをし
たいが、こちらの都合と客の都合が合致しない。レス
トランの個人利用は女性を中心に昨年から途絶えるこ
となく微増が毎月続き、中年以上のカップルの利用も
目立つ。

タクシー運転手 お客様の様子 ・週末や月末の深夜は、短時間ではあるが乗り場に乗
客の列が出来る。ターミナル駅においてはタクシーを
利用する帰宅客がいつもと変わりなく列を作り、２～
３か月前と景気は変わらない。

タクシー（団体
役員）

お客様の様子 ・上旬は猛暑の影響で流し営業の実車率が多少良かっ
たが、下旬は駅構内営業において実車するまでの時間
が掛かり、相対的には変わっていない。

通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・受注単価が上がらず、横ばいである。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・デジタルサービスへの新規加入契約は増えている
が、インターネットサービスについては競争が厳し
く、解約も増えており、全体的には変わらない。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・インターネット、プライマリー電話は堅調に推移し
目標を達成しているが、地上デジタル放送がケーブル
テレビへの加入を阻害し厳しい状況である。



通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・営業面を強化し、多面的に間断なく実施しているた
め加入契約実績は上がってきているが、費用増加、解
約比率等を考慮すれば、順調な業績伸張とは言い難
い。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・初期費用が無料となるキャンペーンを行っている
が、なかなか数字が伸びない。

通信会社（支店
長）

販売量の動き ・敬老の日があり、シルバー向け携帯、簡単携帯の販
売が好調である。

競馬場（職員） 競争相手の様子 ・売上は前年度と同レベルで、若干の伸びはあるもの
の勢いはない。

その他レジャー
施設（経営企画
担当）

お客様の様子 ・プロ野球はテレビ放送が減っているせいか全体的に
盛り上がりが今一つだが、引き続き客のニーズは高度
化しており、ニーズにマッチしなければ購買に結び付
かない。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・土地価格が上昇しているためユーザーは慎重に見
守っており購入を見合わせている。土地購入からの新
築は相変わらず厳しい状況である。建て替え客につい
ても相変わらず決断に慎重で時間が掛かり、棟当たり
の請負金額も下がり気味である。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・住宅ローン金利が２か月連続で下がったということ
で販売増を期待していたが、建売住宅の耐震偽装問題
が販売にかなりの影響を及ぼし、売れない状況となっ
ている。中古住宅や土地の販売は伸びても景気は変
わっていないという状況である。

やや悪く
なっている

一般小売店［酒
類］（経営者）

販売量の動き ・近隣のコンビニエンスストアが酒の免許を取得した
ので、リキュール類、缶ビール等の販売量が減少して
おり、リキュール類については賞味期限が切れるもの
も出てきている。

一般小売店［文
具］（販売企画
担当）

単価の動き ・大手法人の納品は上がっている。店頭においては来
客数が増えているが、家計が苦しいのか販売単価は下
がっている。

一般小売店
［茶］（営業担
当）

競争相手の様子 ・取引会社の移転や合併、部所変更等の変化が多く、
茶、コーヒー等のコストを削減している。当社ができ
ないような他社のコスト削減提案とサービスの過激化
で、利益が出ない苦しい競争が増えてきている。

百貨店（総務担
当）

単価の動き ・異常なまでの外気温度が季節商材動向に大きく影響
した結果、単価が上がりきらず低調で、円高株安等の
不安要因から富裕層の消費動向にも陰りが見られる。

百貨店（広報担
当）

来客数の動き ・秋物商材の動きが鈍く、大型催事である北海道物産
展も食の安全に対する不安からか、前年割れの状況で
ある。

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・天候が一番の原因であるが、その他の要因としては
ガソリンの急騰等、経済的に不安なことで、商品の価
格にも影響が出てきている。

百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・大型ショッピングセンターのオープンと、バス停移
設の影響が大きく、来客数がなかなか上がらない。人
の流れが完全に変わり、難しい状況が続いている。

百貨店（店長） 販売量の動き ・来客数は前年比104％と増えているが、９月に入っ
ても残暑が例年以上に厳しいため秋物商材の動きが鈍
く、ボリューム層の客の購買意欲が低い。

スーパー（統
括）

販売量の動き ・猛暑及び残暑等の天候不順やガソリン高騰が響いて
いる。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・来客数は減少し、客単価も下落している。

コンビニ（店
長）

お客様の様子 ・３か月前比、前年比共に来客数は維持している。他
の店舗を利用しつつ当店も利用しているようだが、買
上点数は減少し続けている。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・残暑が厳しく、客は秋物に興味を示さない。来客数
は例年並みだが、一般フリー客の買上率が悪く、売上
は低迷している。

衣料品専門店
（店長）

販売量の動き ・この時期は比較的ついで買いが多いのだが、目的の
もの以外の購入があまり見られない状態である。

乗用車販売店
（販売担当）

販売量の動き ・５～７月は前年同月比約６割だったが、８～９月
は、前年同月比約55％と、約半分に落ち込んでいる。
トラックの需要は今後増加する見込みはないので、景
気としては悪くなっている。



その他専門店
［ドラッグスト
ア］（経営者）

販売量の動き ・暑い日が続き、秋物が売れないだけでなく、夏物も
売れず大変苦戦している。特に前半はかつてないほど
の悪さであったが、後半に向けての販促策によりどう
にか前年値を確保している。調剤は昨年９月から好調
が続いていたが、１年を経て伸び悩んでいる。

その他専門店
［服飾雑貨］
（統括）

販売量の動き ・衝動買いが減少している。

その他小売［生
鮮魚介卸売］
（営業）

お客様の様子 ・客の購入方法にムラがあり、売れる日とそうでない
日の差が激しい。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・来客数はある程度維持しているが、外売りのケータ
リングが減っている。

一般レストラン
（店長）

来客数の動き ・夏休みや連休で消費者がレジャーにお金を費やして
いるのか、極端に来客数が少なくなっている。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・天候のせいもあるが、８月から引き続き客足が遠の
いている。

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・婚礼は伸びているが、企業の利用や法事が前年より
若干落ちているため、全体的に見込み数字が伸びない
現状である。

通信会社（総務
担当）

競争相手の様子 ・当社の事業エリア内に競合企業が出現し、水面下で
営業活動を展開しており、当社の客を奪いつつある。

設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・マンションだけが建設され、一般の個人住宅は建設
されず、中小零細の建築関係業者は非常に厳しい現状
である。

設計事務所（所
長）

競争相手の様子 ・低価格競争が激しくなってきている。６月の建築基
準法改正の施行があり、特に構造関係が厳しくなかな
か業務を進めていけない状況である。

悪く
なっている

一般小売店
［茶］（営業担
当）

お客様の様子 ・ギフトセットは缶入箱詰めの高単価な品より袋詰の
お手軽ギフトの購入が目立っている。そのため客単
価、売上共に落ちている。

百貨店（販売管
理担当）

来客数の動き ・残暑が長引いている影響で、秋物衣料の購入を控え
る客が多い。

コンビニ（経営
者）

単価の動き ・売上、来客数共に減少している。弁当等の買上単価
が下がり、値打ち品やポイント付き商品のみ購入する
客が増えている。

衣料品専門店
（営業担当）

販売量の動き ・天候が悪く台風も来たため来客数が減り、気温も暑
い日が続いたために秋物の衣料の購買力がなく、売上
の悪い日が続いている。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・いろいろな業種、各方面から引き合いが来ている。

出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・社名変更による需要があり、やや特異という程度だ
が、印鑑だけで約10万円の客がある。景気が少し上向
きになっている部分かと感じる。

建設業（営業担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・建設単価の上昇に続き、地価が高騰し始めている。
良いものを安く購入したい施主が多い中、少しずつで
はあるが良いものを高く買う施主も増えてきている。

金融業（審査担
当）

それ以外 ・為替相場の乱高下、市場金利の上昇等景気上昇を阻
害するであろう要因があるものの、依然として企業の
資金調達ニーズは強い。

税理士 取引先の様子 ・特別な技術を持っていない製造業では相変わらず単
価が低くもうけがないが、特殊技術を持っている建設
業は回り切らないほど仕事がきている。

変わらない 食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・来客数は多くなっているが、客単価は下がってい
る。

プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・取引先が価格転嫁を受け入れてくれたが、受注量が
１～２割ほど落ち込んだので利益に変化はない。

電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・流通業界向け冷凍機の出荷台数は頭打ち状態で、日
本国内ではリニューアル需要しか期待できず、売上も
平行線をたどっている。

建設業（経理担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・受注量は相変わらず同量確保できているが、利幅が
確保できない仕事が多く、発注者側の意向を酌んで受
注している状況である。

企業
動向
関連



輸送業（営業統
括）

受注量や販売量
の動き

・受注量は少し多くなったが、その分価格が安くなっ
ているのでプラスマイナスゼロで変わらない。

金融業（審査担
当）

取引先の様子 ・取引先建設業者は公共工事の入札金額が低下傾向に
あり、落札しても利益が出ない状態で依然厳しい状況
が続いている。

不動産業（総務
担当）

取引先の様子 ・引き続きオフィステナントは満室状態であり、一部
テナントの増床希望にこたえられない状況にある。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・暑さが治まり、商店街の店舗等で人出は戻っている
が、売上に結び付かない。

社会保険労務士 取引先の様子 ・売却や合併があり、資金繰りの厳しい会社が見受け
られる。

やや悪く
なっている

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・受注が半減している。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・取引先は活気のある様子には見えず、当社に発注さ
れる仕事も減少気味である。

輸送業（総務担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・荷主先より、物流の合理化と運賃の値下げ見直しの
強力な要請が来ている。

金融業（支店
長）

取引先の様子 ・取引先客の法人関係の倒産件数と共に、個人客の破
産宣告も増えている。

不動産業（経営
者）

競争相手の様子 ・同業者は10人中10人が悪いと言い、どこも昨年同時
期に比較して売上げが落ちている。

その他サービス
業［廃棄物処
理］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・顧客先工場等の稼働率が悪くなっている影響で、受
注量は昨年より10％程度下回る傾向が続いている。

その他サービス
業［情報サービ
ス］（従業員）

受注量や販売量
の動き

・上半期が終わりに近づいても、顧客は設備投資の予
算執行をせず、提案機会、概算見積提出等の件数が伸
び悩み、受注まで結び付く案件が少なくなってきてい
る。

悪く
なっている

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

取引先の様子 ・得意先等の仕事の発注量が非常に少なくなってい
る。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・法改正により確認申請が下りないため新規物件が着
工できず、景気回復どころか急降下しているのが現状
である。

良く
なっている

○ ○ ○

やや良く
なっている

人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・金融機関の人材ひっ迫状況は続いており、預金、貸
出、保険、外為業務の求人が好調である。

職業安定所（所
長）

求人数の動き ・新規求人数が前年同月比11.3％増と２か月ぶりに増
加に転じている。飲食、宿泊業の増加幅が大きい一方
で、卸、小売業では３か月連続で２けたの減少が続い
ている。しかし依然として派遣、請負求人の割合も高
い。

民間職業紹介機
関（経営者）

求人数の動き ・直接採用がしにくいのか、スタッフレベルの求人ま
で人材紹介会社に依頼が増えてきている。

学校［短期大
学］（就職担
当）

採用者数の動き ・多くの人数を採用したいという求人票が増えてい
る。

変わらない 人材派遣会社
（支店長）

それ以外 ・新規契約数よりも契約終了数が上回っている。人手
不足の企業からの依頼に対し満足にこたえられない状
況の中、スタッフ側の都合で就業できなくなるケース
も増えている。

求人情報誌製作
会社（広報担
当）

周辺企業の様子 ・求人はしたいが、広告にお金を掛けたくない、との
声がよく聞かれる。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・思ったように人材を確保できない中小企業が、パー
ト、アルバイトの賃金を上げ始めている。しかしそれ
も微増なため求職者には魅力的に映らず、人材確保の
決め手にはなっていない。その結果、人件費が企業の
収益を圧迫し、経費の締め付けにつながっており、景
気の上昇と相殺されて停滞ムードとなっている。

職業安定所（職
員）

それ以外 ・新規求人数は微減したが、有効求人数は増加、ま
た、新規求職者、有効求職者数共に減少している。新
規常用求職者に占める在職者割合は３割強を示してお
り、より良い労働条件を求めて就職活動する人が増加
している。

雇用
関連



職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は空港関連の警備職求人が増加したた
め、前年同月比26％増加している。しかし新規求職者
数は引き続き減少しており、充足数も同比減少が続
き、業種間に差も見られる。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・新規求職者は前年同月比で6.5％減少しているが、
45歳以上では減少幅が小さく、65歳以上では5.8％増
加している。

民間職業紹介機
関（経営者）

採用者数の動き ・依然求人件数は高い水準にあるが、求職者の質の関
係で、基準を下げてでも人を集めるといったところま
ではいっていない。

民間職業紹介機
関（職員）

求職者数の動き ・求人数と共に求職者数の動きも高位安定した状態が
続いているが、伸び率は鈍化してきており、上昇局面
ではなくなってきている。

学校［専修学
校］（就職担
当）

求人数の動き ・求人獲得件数は、前年同月比でほぼ横ばいの状況で
ある。

やや悪く
なっている

○ ○ ○

悪く
なっている

－ － －


